
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 学校段階 【知】 学習内容を習得 【徳】 人間性と社会性 【体】 心身ともに健康 

 

中 

学 

校 

中３ 

中２ 

〇学習の過程において、課題の解

決に必要な知識及び技能を身に

付け、課題に関わる概念を形成し

探究的な学習のよさを理解する。 

〇学習に主体的・協働的に取り

組むとともに、互いのよさを生

かしながら、積極的に社会に参

画しようとする態度を養う。 

〇生涯にわたって運動に親しむ

とともに健康の保持増進と体力

の向上を目指し、明るく豊かな

生活を営む態度を養う。 

中１ 

小６ 

小５ 

〇学習の過程において，各教科等

で身に付けた資質・能力を活用・

発揮しながら解決に向けて取り

組んでいる。 

〇学習に主体的・協働的に取り

組むとともに、他者とのコミュ

ニケーションを通し異なる意見

を生かそうとする態度を養う。 

〇運動に親しむとともに、自分

の目標をもって健康の保持増進

と体力の向上を目指し、楽しく

明るい生活を営む態度を養う。 

 

 

 

 

小 

学 

校 

４年 

３年 

２年 

１年 

〇学習の過程において、自分自

身、身近な人々、社会及び自然の

特徴やよさ等に気付き、課題解決

に必要な知識・技能を身に付ける

ようにする。 

〇自分自身や自分の生活につい

て、身近な人々、社会及び自然と

の関わりで捉え、自ら働きかけ、

意欲や自信をもって学んだり生

活を豊かにしたりしようとする

態度を養う。 

〇各種運動の行い方及び身近な

生活の健康・安全について理解

し、基本的な動きや技能を身に

付けるようにする。また「早寝、

早起き、朝ご飯」の基本的生活

リズムを習慣化する。 

 

 

重点目標 ①主体的に学びに向かう子どもの育成 ②自ら進んで「あいさつ」のできる子どもの育成 

取組内容 

(評価項目) 

・思考力・判断力を育成するための授業を実践し、児

童・生徒が、「できた」「分かった」「楽しい」と感じ

られる授業を実践する。 

・「あいさつ運動」を年間計画に位置づけ、心のこ 

 もったあいさつができるよう各小中学校で工夫・ 

 改善しながら計画的に実施する。 

成果指標 ・「できた、授業が分かる・楽しい」に回答をする児童・

生徒の割合を８５％以上にする。 

（学校評価アンケート） 

・「自分からあいさつができる」に回答をする児童・

生徒の割合を９０％以上にする。 

（学校評価アンケート） 

学校教育目標 栃木西中学校:進んで学ぶ生徒 最後までがんばる生徒 人のためにつくす生徒 

 
栃木中央小学校:かしこく やさしく たくましく 地域とともに 栃木第五小学校:かしこく やさしく たくましく 

めざす子ども像 

人間味あふれ、たくましく生きる児童・生徒 

・「人間味」とは、各学年で必要とされる学習内容を習得し（知）、人間性と社会性を身につけた（徳）児童・生徒と捉える。  

「たくましく」とは、全教育活動を通して体力の向上をめざし、心身ともに健康である（体）児童・生徒と捉える。 

 
各発達段階で身に付けさせたい力 ～９年間を見通した指導～ 

本年度の取組 


